
 すむ「あきたかた」の青少年 夢と志をいだき、元気にす 
施策の体系

親の役割に関する意識啓発 

家庭の教育機能の強化 

家庭における心身の健康づくり 

幼児教育の充実 

義務教育の充実 

中等教育（高等学校）の充実 

青少年育成体制の充実 

企業の協力促進（子育てと仕事の両立支援など） 

子育て支援機能の充実 

 
青少年育成関係団体の連携強化 

登下校見守り活動の充実 

家庭･学校･地域の協力による食育指導（地産地消） 

世代間の交流活動 

環境、自然保護などの活動 

国際交流活動 

まちづくりへの参画 

家庭･学校･地域の協力による食育指導（地産地消） 

芸術、スポーツ、伝統、芸能文化など地域らしいスポーツ、文化活動等の充実 

ボランティア活動、NPO活動の充実 

学校･幼稚園･保育所の防災力･防犯力の強化 

安全マップの作成･周知 

登下校見守り活動の充実 

交通安全施設等の整備 

地域の環境浄化 

規範意識の醸成 

非行防止対策 

企業と学校の連携によるキャリア教育の推進 

就業支援、再就職支援 

技術･技能講習等 

 

青少年の居場所づくり 

発表の機会、場の創出 

まちづくりへの参画 

 

生涯学習施設の有効活用 

活動グループの情報提供等 

幼児期、学童期（小学生）や思春期（中学生、高校生等）の自立支援 

青年期（19～29歳）の自立支援 

障害のある青少年の自立支援 

悩みを抱える青少年の自立支援 
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目　標 施策の方向  施　策  

笑顔のある家庭をつくる 

魅力的な学校をつくる 

みんなが子育てに参加する 

家庭･学校･地域の連携を深める 

「ふるさと」を愛する心を育てる 

「安芸高田らしい」体験活動や 
ボランティアをする 

あんぜん･あんしんを確保する 

社会のルールを守る 

やりたい仕事をみつける 

社会的に自立する 

スポーツや文化に親しむ 

想いを伝える 
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基本理念

基本目標

安芸高田市安芸高田市 安芸高田市 

安芸高田市総合計画 

「人 輝く･安芸高田」 
平成17（2005）年3月策定 

国･県の動向 

　【国】 
　「青少年育成施策大綱」 

「安芸高田市 
　男女共同参画プラン」 
　平成18（2006）年3月策定 

　【広島県】 
　「青少年の健全育成に 
　   関する提言」など 

「健康あきたかた21」 
   平成19（2007）年3月策定 

関 連 計 画  

プランの対象

計画の期間

○安芸高田市青少年育成プランは、本市の青少年の育成に

かかる基本的な考え方や施策の方向を示すものです。

○本プランは、「安芸高田市総合計画」を上位計画とします。

また、国や広島県の動向を踏まえるとともに、「男女共同

参画プラン」「健康プラン21」など本市の関連計画との

整合性を図ります。

○本プランでは、家庭、学校、地域の連携を重視するとと

もに、歴史、文化、自然、スポーツなど地域特有の資源

を活用し、「安芸高田らしい」青少年育成のあり方を提案

します。

本市の青少年（乳幼児期から概ね30歳未満の男女）、及び本市の青少年に関わる
すべての市民、企業、団体等を対象とします。

このプランは、社会経済状況の変化や施策の進
捗状況に対応し、必要な見直しを図っていくも
のとします。

プランの性格

あたたかい家庭、学校、
地域に見守られて成長できる

地域の一員として、
自覚をもって行動できる

夢や目標に向かって
精一杯努力できる

家庭では、保護者が愛情と責任を持っ
て、子育てを行える家庭環境をつくり、
学校は、今後、予想される社会変化にも
対応できる、たくましい子どもたちを育
成します。また、地域では、子育てや青
少年育成に今まで以上に積極的に関わ
り、家庭や学校を支援していきます。

青少年に、「ふるさとを愛する心」が
育つよう、地域の文化、歴史、自然への
理解を深める活動やボランティア活動を
充実し、地域の特性を活かしたスポーツ
の活性化を図ります。また、青少年の安
全を守るため、地域住民と青少年自身の
安全意識の高揚に努めます。

青少年が、将来の夢や目標、可能性を
見つけることができるよう、学校、地域、
企業が連携し、体験的な活動を通して、
青少年の個性や創造力を伸ばしていきま
す。また、学習機会や行事、イベントな
どの情報提供を充実し、生涯学習施設の
利用を促進します。

次代を担う青少年が、夢と希望、志を持ち、心豊かに伸びや

かに成長することは、市民全ての願いです。「青少年」は、地域

の宝であり、未来を託す人材です。「青少年育成」は「安芸高田

市の未来づくり」であるといえます。

安芸高田市では、地域のまちづくりが盛んであり、家庭、学

校、地域社会が一体となって「青少年育成」に取り組んでいく

ことにより、たくさんの人とのかかわりと体験の積み重ねから、

たくましく生きる力や、地域への愛着、他人への思いやりの心

を持つ人間性豊かな青少年が育っていくと考えます。

夢と志をいだき、元気にすすむ「あきたかた」の青少年

安芸高田市
青少年育成プラン

安芸高田市

夢と志をいだき、元気にすすむ「あきたかた」の青少年

概要版
計画の推進体制

安芸高田市安芸高田市 
（市民課、教育委員会）（市民課、教育委員会） 
安芸高田市 

（市民課、教育委員会） 
地域振興組織、 
関係団体など 

関係行政機関 

夢と志をいだき、元気にすすむ「あきたかた」の青少年 

住民参加（青少年の自発的な活動） 

連
携 

連
携 

住民参加（青少年の育成支援） 

庁内組織の 

立ち上げ 

教育機関 
（学校、保育所、児童クラブなど） 

地域振興組織 
（各地域振興会など） 

青少年育成市民会議 

ボランティア団体 

その他の関係団体 
（商工会など） 

公共施設 
（公民館、文化施設、　　 
   　　　スポーツ施設） 

その他の関係行政機関 
（支所・分室、保健センター、   
　　警察署、消防署など） 

1 庁内推進体制
庁内推進体制については、市民課、教育委員会が中心的な役割を担います。また、青少年育

成に関する施策は、保健福祉、教育、就業、まちづくりなど多岐にわたり、関係部局との連携

を強化していく必要があることから、青少年育成プラン推進のための庁内組織の立ち上げを検

討します。

2 住民参加
青少年育成プランの対象は、「本市の青少年に関わるすべての市民、企業、団体等」です。住

民一人ひとりが、青少年育成を、地域の未来づくりととらえ、青少年とのかかわりを増やして

いけるよう、地域振興会などの関係団体と協力し、青少年と市民が協働で行う活動やイベント

等の情報提供や参加促進を呼びかけます。

また、行政や学校、地域、関係団体が連携し、青少年の活動を支援する人材の発掘や育成に

努めます。

さらに、青少年育成プランや青少年活動のあり方についての意見や提案ができる場や機会を

設けます。

3 関係機関との連携
「青少年育成市民会議」や「地域振興会」など青少年関係機関や団体等と連携し、青少年育成

プランの推進に努めます。

安芸高田市青少年育成プラン
平成20（2008）年10月

編集・発行／安芸高田市市民生活部市民課
〒731-0592
安芸高田市吉田町吉田791番地
TEL(0826)42 -1126
FAX(0826)47 -1206
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安全マップの作成･周知 

登下校見守り活動の充実 

交通安全施設等の整備 

地域の環境浄化 

規範意識の醸成 

非行防止対策 

企業と学校の連携によるキャリア教育の推進 

就業支援、再就職支援 

技術･技能講習等 

 

青少年の居場所づくり 

発表の機会、場の創出 

まちづくりへの参画 

 

生涯学習施設の有効活用 

活動グループの情報提供等 

幼児期、学童期（小学生）や思春期（中学生、高校生等）の自立支援 

青年期（19～29歳）の自立支援 

障害のある青少年の自立支援 

悩みを抱える青少年の自立支援 

あ
た
た
か
い
家
庭
、
学
校
、
地
域
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ら
れ
て
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長
で
き
る 

地
域
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を
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っ
て
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動
で
き
る 

 

夢
や
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標
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精
一
杯
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力
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き
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目　標 施策の方向  施　策  

笑顔のある家庭をつくる 

魅力的な学校をつくる 

みんなが子育てに参加する 

家庭･学校･地域の連携を深める 

「ふるさと」を愛する心を育てる 

「安芸高田らしい」体験活動や 
ボランティアをする 

あんぜん･あんしんを確保する 

社会のルールを守る 

やりたい仕事をみつける 

社会的に自立する 

スポーツや文化に親しむ 

想いを伝える 

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

基本理念

基本目標

安芸高田市安芸高田市 安芸高田市 

安芸高田市総合計画 

「人 輝く･安芸高田」 
平成17（2005）年3月策定 

国･県の動向 

　【国】 
　「青少年育成施策大綱」 

「安芸高田市 
　男女共同参画プラン」 
　平成18（2006）年3月策定 

　【広島県】 
　「青少年の健全育成に 
　   関する提言」など 

「健康あきたかた21」 
   平成19（2007）年3月策定 

関 連 計 画  

プランの対象

計画の期間

○安芸高田市青少年育成プランは、本市の青少年の育成に

かかる基本的な考え方や施策の方向を示すものです。

○本プランは、「安芸高田市総合計画」を上位計画とします。

また、国や広島県の動向を踏まえるとともに、「男女共同

参画プラン」「健康プラン21」など本市の関連計画との

整合性を図ります。

○本プランでは、家庭、学校、地域の連携を重視するとと

もに、歴史、文化、自然、スポーツなど地域特有の資源

を活用し、「安芸高田らしい」青少年育成のあり方を提案

します。

本市の青少年（乳幼児期から概ね30歳未満の男女）、及び本市の青少年に関わる
すべての市民、企業、団体等を対象とします。

このプランは、社会経済状況の変化や施策の進
捗状況に対応し、必要な見直しを図っていくも
のとします。

プランの性格

あたたかい家庭、学校、
地域に見守られて成長できる

地域の一員として、
自覚をもって行動できる

夢や目標に向かって
精一杯努力できる

家庭では、保護者が愛情と責任を持っ
て、子育てを行える家庭環境をつくり、
学校は、今後、予想される社会変化にも
対応できる、たくましい子どもたちを育
成します。また、地域では、子育てや青
少年育成に今まで以上に積極的に関わ
り、家庭や学校を支援していきます。

青少年に、「ふるさとを愛する心」が
育つよう、地域の文化、歴史、自然への
理解を深める活動やボランティア活動を
充実し、地域の特性を活かしたスポーツ
の活性化を図ります。また、青少年の安
全を守るため、地域住民と青少年自身の
安全意識の高揚に努めます。

青少年が、将来の夢や目標、可能性を
見つけることができるよう、学校、地域、
企業が連携し、体験的な活動を通して、
青少年の個性や創造力を伸ばしていきま
す。また、学習機会や行事、イベントな
どの情報提供を充実し、生涯学習施設の
利用を促進します。

次代を担う青少年が、夢と希望、志を持ち、心豊かに伸びや

かに成長することは、市民全ての願いです。「青少年」は、地域

の宝であり、未来を託す人材です。「青少年育成」は「安芸高田

市の未来づくり」であるといえます。

安芸高田市では、地域のまちづくりが盛んであり、家庭、学

校、地域社会が一体となって「青少年育成」に取り組んでいく

ことにより、たくさんの人とのかかわりと体験の積み重ねから、

たくましく生きる力や、地域への愛着、他人への思いやりの心

を持つ人間性豊かな青少年が育っていくと考えます。

夢と志をいだき、元気にすすむ「あきたかた」の青少年

安芸高田市
青少年育成プラン

安芸高田市

夢と志をいだき、元気にすすむ「あきたかた」の青少年

概要版
計画の推進体制

安芸高田市安芸高田市 
（市民課、教育委員会）（市民課、教育委員会） 
安芸高田市 

（市民課、教育委員会） 
地域振興組織、 
関係団体など 

関係行政機関 

夢と志をいだき、元気にすすむ「あきたかた」の青少年 

住民参加（青少年の自発的な活動） 

連
携 

連
携 

住民参加（青少年の育成支援） 

庁内組織の 

立ち上げ 

教育機関 
（学校、保育所、児童クラブなど） 

地域振興組織 
（各地域振興会など） 

青少年育成市民会議 

ボランティア団体 

その他の関係団体 
（商工会など） 

公共施設 
（公民館、文化施設、　　 
   　　　スポーツ施設） 

その他の関係行政機関 
（支所・分室、保健センター、   
　　警察署、消防署など） 

1 庁内推進体制
庁内推進体制については、市民課、教育委員会が中心的な役割を担います。また、青少年育

成に関する施策は、保健福祉、教育、就業、まちづくりなど多岐にわたり、関係部局との連携

を強化していく必要があることから、青少年育成プラン推進のための庁内組織の立ち上げを検

討します。

2 住民参加
青少年育成プランの対象は、「本市の青少年に関わるすべての市民、企業、団体等」です。住

民一人ひとりが、青少年育成を、地域の未来づくりととらえ、青少年とのかかわりを増やして

いけるよう、地域振興会などの関係団体と協力し、青少年と市民が協働で行う活動やイベント

等の情報提供や参加促進を呼びかけます。

また、行政や学校、地域、関係団体が連携し、青少年の活動を支援する人材の発掘や育成に

努めます。

さらに、青少年育成プランや青少年活動のあり方についての意見や提案ができる場や機会を

設けます。

3 関係機関との連携
「青少年育成市民会議」や「地域振興会」など青少年関係機関や団体等と連携し、青少年育成

プランの推進に努めます。

安芸高田市青少年育成プラン
平成20（2008）年10月

編集・発行／安芸高田市市民生活部市民課
〒731-0592
安芸高田市吉田町吉田791番地
TEL(0826)42 -1126
FAX(0826)47 -1206



3つの基本目標とその具体的な施策

目
標 

11
施策の方向 笑顔のある家庭をつくる

① 親の役割に関する意識啓発
○子育てに係わる正しい知識の普及、広報啓発活動
の充実

② 家庭の教育機能の強化
○家庭教育に関する講座・講演を開催

①青少年育成体制の充実
○青少年育成安芸高田市民会議、子ども会活動の支援
○地域総合型スポーツクラブの設立支援、スポーツ少
年団の活動充実

○青少年を対象とした学習プログラムの充実

施策の方向 魅力的な学校をつくる

施策の方向 家庭・学校・地域の連携を深める

施策の方向 みんなが子育てに参加する

① 青少年育成関係団体の連携強化
○青少年育成に係わる人材の発掘・育成
○関係団体の情報交換や学習会の開催支援

② 登下校見守り活動の充実
○地域振興会や学校・ＰＴＡなどによる、登下校
見守り活動の継続、安全講習会等の実施

③ 家庭における心身の健康づくり
○食育、生活習慣や適切なメディアの活用等について
の広報啓発活動の充実

○家庭でのあいさつや会話を増やすキャンペーンの開
催、自然に親しむ活動などの支援による、心の健
康づくり

イ社会の変化に対応した教育の推進
○情報化・国際化に対応し、高齢化・少子化などの問
題に対する理解

ウ心の教育
○道徳教育の充実・人権教育の推進
○自然、ボランティア、スポーツ・文化など多様な体
験活動の機会を確保

○心の教育相談体制の充実
エ安全な環境の確保
○交通安全に配慮した通学路の整備、学校内遊具の安
全確認、事故防止

オ学校環境の整備と職員の指導力向上
○学校施設などの適切な維持管理
○情報化に対応した設備の充実、危機管理体制の充実、
犯罪の発生防止　

○安全意識の向上や教員の質的向上

③ 中等教育（高等学校）の充実
○高等学校と中学校の連携、高等学校におけるキャリ
ア教育の充実

②企業の協力促進（子育てと仕事の両立支
援など）
○ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の
啓発、育児休業制度の周知

○見守り活動、パトロールなどへの企業の参加・協力
を呼びかけ

③ 子育て支援機能の充実
○保育・保健サービスの充実、安全で快適な保育環境
の確保および運営体制充実

○保護者の育児支援、ひとり親家庭の自立支援
○健康づくりなど保健サービスの充実、育児相談機能
の充実

③ 家庭･学校･地域の協力による食育指導
（地産地消）
○地域の特産品を活かした学校給食メニューの検討
○「地産地消」の浸透、拡大を推進、農業や食の安全
についての意識啓発

○学校と家庭が連携し、朝食をとる習慣の定着

【施策】

【施策】

【施策】

【施策】

1

2

3

4

目
標 

22
施策の方向 「ふるさと」を愛する心を育てる

① 世代間の交流活動
○祭りや行事に関する情報提供や参加の呼びかけ
○異世代が交流できるイベントの開催

② 環境、自然保護などの活動
○環境・自然保護につながる体験活動の充実

③ 国際交流活動
○外国語指導・国際交流活動の充実

施策の方向 あんぜん・あんしんを確保する
①学校・幼稚園・保育所の防災力・防犯
力の強化
○火災予防教育等の推進および学校施設の安全確保
○地域や学校施設の特性に応じた防犯対策の充実
○安全に係わる情報ネットワークシステムの構築検討

施策の方向 社会のルールを守る
① 規範意識の醸成
○保護者が規範意識を学べるプログラムの実施
○学校教育における道徳教育の推進
○集団活動等から規範意識を学べる機会づくり
○情報マナーに関する学習や広報活動の充実

④ まちづくりへの参画
○青少年の主張コンクールの開催
○まちづくり講座、まちづくりワークショップやリー
ダー育成講座等の開催

⑤ 家庭･学校･地域の協力による食育指導
（地産地消）
○地域の特産品を活かした学校給食メニューの検討
○「地産地消」の浸透、拡大を推進、農業や食の安全
についての意識啓発

○学校と家庭が連携し、朝食をとる習慣の定着

②安全マップの作成・周知
○安全マップの制作を支援・周知

③ 登下校見守り活動の充実
○地域振興会や学校・ＰＴＡなどによる、登下校見守
り活動の継続、安全講習会等の実施

④ 交通安全施設等の整備
○街灯の設置、防犯灯設置補助金交付制度の継続
○歩道の整備、拡幅や、自転車歩行道の整備、カーブ
ミラーの設置

⑤ 地域の環境浄化
○通学時や夜間の防犯パトロール実施
○有害図書類の販売等における自主規制の徹底

② 非行防止対策
○喫煙や飲酒の健康への悪影響等について指導
○学校、家庭、地域が連携し、カウンセリング、指導、
支援を行う

○店舗や企業、ボランティア団体が連携し、青少年に
声かけ活動

○悩みを抱える青少年や保護者が、相談できる体制整
備

1

3

4

【施策】

【施策】

【施策】

目
標 

33
施策の方向 やりたい仕事をみつける

①企業と学校の連携によるキャリア教育
の推進
○地域見学、企業見学、農業体験の充実、公共施設
等での職場体験活動、キャリア教育の内容充実

○中学生や高校生を対象とした、仕事に関する講演
会実施

② 就業支援、再就職支援
○企業誘致活動の展開
○青少年の起業支援、就職活動支援
○田舎暮らしや就農を希望する青少年の積極的な受入

③ 技術・技能講習等
○青年期の青少年を対象としたパソコンなどの技能
講習会の実施

施策の方向 社会的に自立する

施策の方向 スポーツや文化に親しむ
① 生涯学習施設の有効活用
○公民館、スポーツセンター、図書館等の公共施設の
利用促進

○青年期の青少年向け学習プログラムの開発やスポー
ツ、レクリエーションなどのイベント企画

② 活動グループの情報提供等
○公民館等で活動しているサークル、ボランティアグ
ループなどの概要やイベント等の情報発信

② 青年期(19～29歳)の自立支援
○住宅団地の整備検討、空き家バンクの充実による定
住支援

○職業訓練講座や消費生活講座の開催
○規則正しい食生活の重要性や、喫煙、飲酒、ストレ
ス等の健康への悪影響についての広報周知活動

③ 障がいのある青少年の自立支援
○障がいのある青少年の自立に配慮した住宅の整備を
進めるため、相談体制の充実や、各種制度の活用促進

○公共施設や道路施設等のバリアフリー化促進
○障がいのある児童・生徒に対する適切な就学指導や
教育環境の整備

④ 悩みを抱える青少年の自立支援
○適応指導教室やスクールカウンセラーの設置推進
○悩みを抱える青少年や保護者が、相談できる体制整
備

○地域による声かけや、青少年が気軽に集まれる居場
所づくり

1

2

3

【施策】

【施策】

【施策】

重点施策 青少年の健全育成を図っていくため、3つの基本目標に基づいて、6つの重点施策を設定し、
具体的展開方法を検討し、早期に事業化していくこととします。
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重点施策の概要

施策の方向 想いを伝える
① 青少年の居場所づくり
○青少年の居場所として、学校の空き教室や公民館な
どの積極的活用

○安芸高田少年自然の家を活用し、青少年の外遊び支援
○スポーツサークル活動の充実による青少年の居場所
づくり

② 発表の機会、場の創出
○生涯学習関連施設・文化施設・観光施設等におい
て、青少年の定期的な発表の促進、発表活動のＰＲ

③ まちづくりへの参画
○青少年の主張コンクールの開催
○まちづくり講座、まちづくりワークショップやリー
ダー育成講座等の開催

4

【施策】

① 幼児教育の充実
○「幼保一元化」「認定子ども園」の検討、小学校と
の連携

○子育ての相談指導・情報収集をサポート

② 義務教育の充実
ア特色ある教育の推進
○「学力の向上と人間性をはぐくむ学校
教育」の推進および指導内容や指導方
法の工夫・改善

○地域の特性を活かした総合
学習の推進や体験学習
および健康教育や安全教
育の充実

○障がいのある児童・生
徒に対する適切な就学
指導や教育環境の整備

地
域
の
一
員
と
し
て
、

自
覚
を
も
っ
て
行
動
で
き
る

施策の方向 「安芸高田らしい」体験活動やボランティアをする
①芸術、スポーツ、伝統、芸能文化など
地域らしいスポーツ、文化活動等の充実
○神楽などの伝統文化体験の充実
○地域のプロスポーツチームとの交流、八千代の丘美
術館入館作家との交流活動の充実

○生涯学習ボランティアの養成およびスポーツ少年団
等の団体・指導者の育成推進

② ボランティア活動、ＮＰＯ活動の充実
○農業、伝統文化の継承、自然保護等に係わるボラン
ティア活動やＮＰＯ活動の支援・活性化

2
【施策】

①幼児期、学童期(小学生)や思春期(中学
生、高校生等)の自立支援
○食育、生活習慣や適切なメディアの活用等について
の広報啓発活動の充実

○自然、ボランティア、スポーツ・文化など多様な体
験活動の機会を確保

○地域見学、企業見学、農業体験の充実、公共施設等
での職場体験活動、キャリア教育の内容充実

○幼児期、学童期の保護者を対象とした経済や消費に
ついての講演会開催

④安全意識、規範意識の高揚
青少年を地域全体で育成する意識を高めるた
め、登下校の見守り活動を今後も充実すると
ともに、安全意識や規範意識の醸成を図りま
す。

●清掃作業等への参加
●地域文化行事への参加支援
●ボランティア活動の充実
●地域らしいスポーツ、文化活動の充実

●見守り活動の充実
●マナーアップキャンペーンの実施

③地域交流活動の促進
清掃作業や、お祭りなどの行事、ボランティ
ア活動などへの積極的な参加を支援するなど、
スポーツ、文化交流活動を充実します。

⑤子どもの体験の場づくり
青少年の成長段階にあわせた地域見学、企業
見学、職場体験活動等を推進し、地域資源を
活かした体験活動や研修活動を充実します。

⑥相談体制の充実
さまざまな悩みを抱える青少年を支援するた
め、カウンセリング活動や住まい、仕事、消
費等について相談できる体制を充実します。

●職場体験活動等の充実
●自然体験チャレンジ塾の実施

●カウンセリング活動の充実
●わかもの相談コーナーの設置

①家庭の教育機能の強化
子どもの基本的生活習慣の定着を図り、家庭教
育に関する講座・講演の開催を充実します。

②あいさつ･声かけ運動の推進
「あいさつ運動」や「声かけ運動」など市民が
積極的にあいさつを行う「あいさつ運動推進
月間」を設定します。

●子育て家庭を対象とした講演・講座の開催
●これから親になる人を対象とした講座の開講

●あいさつ運動推進月間の設定
●「あいさつ・声かけミニブック」の作成



3つの基本目標とその具体的な施策

目
標 

11
施策の方向 笑顔のある家庭をつくる

① 親の役割に関する意識啓発
○子育てに係わる正しい知識の普及、広報啓発活動
の充実

② 家庭の教育機能の強化
○家庭教育に関する講座・講演を開催

①青少年育成体制の充実
○青少年育成安芸高田市民会議、子ども会活動の支援
○地域総合型スポーツクラブの設立支援、スポーツ少
年団の活動充実

○青少年を対象とした学習プログラムの充実

施策の方向 魅力的な学校をつくる

施策の方向 家庭・学校・地域の連携を深める

施策の方向 みんなが子育てに参加する

① 青少年育成関係団体の連携強化
○青少年育成に係わる人材の発掘・育成
○関係団体の情報交換や学習会の開催支援

② 登下校見守り活動の充実
○地域振興会や学校・ＰＴＡなどによる、登下校
見守り活動の継続、安全講習会等の実施

③ 家庭における心身の健康づくり
○食育、生活習慣や適切なメディアの活用等について
の広報啓発活動の充実

○家庭でのあいさつや会話を増やすキャンペーンの開
催、自然に親しむ活動などの支援による、心の健
康づくり

イ社会の変化に対応した教育の推進
○情報化・国際化に対応し、高齢化・少子化などの問
題に対する理解

ウ心の教育
○道徳教育の充実・人権教育の推進
○自然、ボランティア、スポーツ・文化など多様な体
験活動の機会を確保

○心の教育相談体制の充実
エ安全な環境の確保
○交通安全に配慮した通学路の整備、学校内遊具の安
全確認、事故防止

オ学校環境の整備と職員の指導力向上
○学校施設などの適切な維持管理
○情報化に対応した設備の充実、危機管理体制の充実、
犯罪の発生防止　

○安全意識の向上や教員の質的向上

③ 中等教育（高等学校）の充実
○高等学校と中学校の連携、高等学校におけるキャリ
ア教育の充実

②企業の協力促進（子育てと仕事の両立支
援など）
○ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の
啓発、育児休業制度の周知

○見守り活動、パトロールなどへの企業の参加・協力
を呼びかけ

③ 子育て支援機能の充実
○保育・保健サービスの充実、安全で快適な保育環境
の確保および運営体制充実

○保護者の育児支援、ひとり親家庭の自立支援
○健康づくりなど保健サービスの充実、育児相談機能
の充実

③ 家庭･学校･地域の協力による食育指導
（地産地消）
○地域の特産品を活かした学校給食メニューの検討
○「地産地消」の浸透、拡大を推進、農業や食の安全
についての意識啓発

○学校と家庭が連携し、朝食をとる習慣の定着

【施策】

【施策】

【施策】

【施策】

1

2

3

4

目
標 

22
施策の方向 「ふるさと」を愛する心を育てる

① 世代間の交流活動
○祭りや行事に関する情報提供や参加の呼びかけ
○異世代が交流できるイベントの開催

② 環境、自然保護などの活動
○環境・自然保護につながる体験活動の充実

③ 国際交流活動
○外国語指導・国際交流活動の充実

施策の方向 あんぜん・あんしんを確保する
①学校・幼稚園・保育所の防災力・防犯
力の強化
○火災予防教育等の推進および学校施設の安全確保
○地域や学校施設の特性に応じた防犯対策の充実
○安全に係わる情報ネットワークシステムの構築検討

施策の方向 社会のルールを守る
① 規範意識の醸成
○保護者が規範意識を学べるプログラムの実施
○学校教育における道徳教育の推進
○集団活動等から規範意識を学べる機会づくり
○情報マナーに関する学習や広報活動の充実

④ まちづくりへの参画
○青少年の主張コンクールの開催
○まちづくり講座、まちづくりワークショップやリー
ダー育成講座等の開催

⑤ 家庭･学校･地域の協力による食育指導
（地産地消）
○地域の特産品を活かした学校給食メニューの検討
○「地産地消」の浸透、拡大を推進、農業や食の安全
についての意識啓発

○学校と家庭が連携し、朝食をとる習慣の定着

②安全マップの作成・周知
○安全マップの制作を支援・周知

③ 登下校見守り活動の充実
○地域振興会や学校・ＰＴＡなどによる、登下校見守
り活動の継続、安全講習会等の実施

④ 交通安全施設等の整備
○街灯の設置、防犯灯設置補助金交付制度の継続
○歩道の整備、拡幅や、自転車歩行道の整備、カーブ
ミラーの設置

⑤ 地域の環境浄化
○通学時や夜間の防犯パトロール実施
○有害図書類の販売等における自主規制の徹底

② 非行防止対策
○喫煙や飲酒の健康への悪影響等について指導
○学校、家庭、地域が連携し、カウンセリング、指導、
支援を行う

○店舗や企業、ボランティア団体が連携し、青少年に
声かけ活動

○悩みを抱える青少年や保護者が、相談できる体制整
備

1

3

4

【施策】

【施策】

【施策】

目
標 

33
施策の方向 やりたい仕事をみつける

①企業と学校の連携によるキャリア教育
の推進
○地域見学、企業見学、農業体験の充実、公共施設
等での職場体験活動、キャリア教育の内容充実

○中学生や高校生を対象とした、仕事に関する講演
会実施

② 就業支援、再就職支援
○企業誘致活動の展開
○青少年の起業支援、就職活動支援
○田舎暮らしや就農を希望する青少年の積極的な受入

③ 技術・技能講習等
○青年期の青少年を対象としたパソコンなどの技能
講習会の実施

施策の方向 社会的に自立する

施策の方向 スポーツや文化に親しむ
① 生涯学習施設の有効活用
○公民館、スポーツセンター、図書館等の公共施設の
利用促進

○青年期の青少年向け学習プログラムの開発やスポー
ツ、レクリエーションなどのイベント企画

② 活動グループの情報提供等
○公民館等で活動しているサークル、ボランティアグ
ループなどの概要やイベント等の情報発信

② 青年期(19～29歳)の自立支援
○住宅団地の整備検討、空き家バンクの充実による定
住支援

○職業訓練講座や消費生活講座の開催
○規則正しい食生活の重要性や、喫煙、飲酒、ストレ
ス等の健康への悪影響についての広報周知活動

③ 障がいのある青少年の自立支援
○障がいのある青少年の自立に配慮した住宅の整備を
進めるため、相談体制の充実や、各種制度の活用促進

○公共施設や道路施設等のバリアフリー化促進
○障がいのある児童・生徒に対する適切な就学指導や
教育環境の整備

④ 悩みを抱える青少年の自立支援
○適応指導教室やスクールカウンセラーの設置推進
○悩みを抱える青少年や保護者が、相談できる体制整
備

○地域による声かけや、青少年が気軽に集まれる居場
所づくり

1

2

3

【施策】

【施策】

【施策】

重点施策 青少年の健全育成を図っていくため、3つの基本目標に基づいて、6つの重点施策を設定し、
具体的展開方法を検討し、早期に事業化していくこととします。

基本目標

あ
た
た
か
い
家
庭
、
学
校
、

地
域
に
見
守
ら
れ
て
成
長
で
き
る

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

精
一
杯
努
力
で
き
る

重点施策の概要

施策の方向 想いを伝える
① 青少年の居場所づくり
○青少年の居場所として、学校の空き教室や公民館な
どの積極的活用

○安芸高田少年自然の家を活用し、青少年の外遊び支援
○スポーツサークル活動の充実による青少年の居場所
づくり

② 発表の機会、場の創出
○生涯学習関連施設・文化施設・観光施設等におい
て、青少年の定期的な発表の促進、発表活動のＰＲ

③ まちづくりへの参画
○青少年の主張コンクールの開催
○まちづくり講座、まちづくりワークショップやリー
ダー育成講座等の開催

4

【施策】

① 幼児教育の充実
○「幼保一元化」「認定子ども園」の検討、小学校と
の連携

○子育ての相談指導・情報収集をサポート

② 義務教育の充実
ア特色ある教育の推進
○「学力の向上と人間性をはぐくむ学校
教育」の推進および指導内容や指導方
法の工夫・改善

○地域の特性を活かした総合
学習の推進や体験学習
および健康教育や安全教
育の充実

○障がいのある児童・生
徒に対する適切な就学
指導や教育環境の整備

地
域
の
一
員
と
し
て
、

自
覚
を
も
っ
て
行
動
で
き
る

施策の方向 「安芸高田らしい」体験活動やボランティアをする
①芸術、スポーツ、伝統、芸能文化など
地域らしいスポーツ、文化活動等の充実
○神楽などの伝統文化体験の充実
○地域のプロスポーツチームとの交流、八千代の丘美
術館入館作家との交流活動の充実

○生涯学習ボランティアの養成およびスポーツ少年団
等の団体・指導者の育成推進

② ボランティア活動、ＮＰＯ活動の充実
○農業、伝統文化の継承、自然保護等に係わるボラン
ティア活動やＮＰＯ活動の支援・活性化

2
【施策】

①幼児期、学童期(小学生)や思春期(中学
生、高校生等)の自立支援
○食育、生活習慣や適切なメディアの活用等について
の広報啓発活動の充実

○自然、ボランティア、スポーツ・文化など多様な体
験活動の機会を確保

○地域見学、企業見学、農業体験の充実、公共施設等
での職場体験活動、キャリア教育の内容充実

○幼児期、学童期の保護者を対象とした経済や消費に
ついての講演会開催

④安全意識、規範意識の高揚
青少年を地域全体で育成する意識を高めるた
め、登下校の見守り活動を今後も充実すると
ともに、安全意識や規範意識の醸成を図りま
す。

●清掃作業等への参加
●地域文化行事への参加支援
●ボランティア活動の充実
●地域らしいスポーツ、文化活動の充実

●見守り活動の充実
●マナーアップキャンペーンの実施

③地域交流活動の促進
清掃作業や、お祭りなどの行事、ボランティ
ア活動などへの積極的な参加を支援するなど、
スポーツ、文化交流活動を充実します。

⑤子どもの体験の場づくり
青少年の成長段階にあわせた地域見学、企業
見学、職場体験活動等を推進し、地域資源を
活かした体験活動や研修活動を充実します。

⑥相談体制の充実
さまざまな悩みを抱える青少年を支援するた
め、カウンセリング活動や住まい、仕事、消
費等について相談できる体制を充実します。

●職場体験活動等の充実
●自然体験チャレンジ塾の実施

●カウンセリング活動の充実
●わかもの相談コーナーの設置

①家庭の教育機能の強化
子どもの基本的生活習慣の定着を図り、家庭教
育に関する講座・講演の開催を充実します。

②あいさつ･声かけ運動の推進
「あいさつ運動」や「声かけ運動」など市民が
積極的にあいさつを行う「あいさつ運動推進
月間」を設定します。

●子育て家庭を対象とした講演・講座の開催
●これから親になる人を対象とした講座の開講

●あいさつ運動推進月間の設定
●「あいさつ・声かけミニブック」の作成



3つの基本目標とその具体的な施策

目
標 

11
施策の方向 笑顔のある家庭をつくる

① 親の役割に関する意識啓発
○子育てに係わる正しい知識の普及、広報啓発活動
の充実

② 家庭の教育機能の強化
○家庭教育に関する講座・講演を開催

①青少年育成体制の充実
○青少年育成安芸高田市民会議、子ども会活動の支援
○地域総合型スポーツクラブの設立支援、スポーツ少
年団の活動充実

○青少年を対象とした学習プログラムの充実

施策の方向 魅力的な学校をつくる

施策の方向 家庭・学校・地域の連携を深める

施策の方向 みんなが子育てに参加する

① 青少年育成関係団体の連携強化
○青少年育成に係わる人材の発掘・育成
○関係団体の情報交換や学習会の開催支援

② 登下校見守り活動の充実
○地域振興会や学校・ＰＴＡなどによる、登下校
見守り活動の継続、安全講習会等の実施

③ 家庭における心身の健康づくり
○食育、生活習慣や適切なメディアの活用等について
の広報啓発活動の充実

○家庭でのあいさつや会話を増やすキャンペーンの開
催、自然に親しむ活動などの支援による、心の健
康づくり

イ社会の変化に対応した教育の推進
○情報化・国際化に対応し、高齢化・少子化などの問
題に対する理解

ウ心の教育
○道徳教育の充実・人権教育の推進
○自然、ボランティア、スポーツ・文化など多様な体
験活動の機会を確保

○心の教育相談体制の充実
エ安全な環境の確保
○交通安全に配慮した通学路の整備、学校内遊具の安
全確認、事故防止

オ学校環境の整備と職員の指導力向上
○学校施設などの適切な維持管理
○情報化に対応した設備の充実、危機管理体制の充実、
犯罪の発生防止　

○安全意識の向上や教員の質的向上

③ 中等教育（高等学校）の充実
○高等学校と中学校の連携、高等学校におけるキャリ
ア教育の充実

②企業の協力促進（子育てと仕事の両立支
援など）
○ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の
啓発、育児休業制度の周知

○見守り活動、パトロールなどへの企業の参加・協力
を呼びかけ

③ 子育て支援機能の充実
○保育・保健サービスの充実、安全で快適な保育環境
の確保および運営体制充実

○保護者の育児支援、ひとり親家庭の自立支援
○健康づくりなど保健サービスの充実、育児相談機能
の充実

③ 家庭･学校･地域の協力による食育指導
（地産地消）
○地域の特産品を活かした学校給食メニューの検討
○「地産地消」の浸透、拡大を推進、農業や食の安全
についての意識啓発

○学校と家庭が連携し、朝食をとる習慣の定着

【施策】

【施策】

【施策】

【施策】

1

2

3

4

目
標 
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施策の方向 「ふるさと」を愛する心を育てる

① 世代間の交流活動
○祭りや行事に関する情報提供や参加の呼びかけ
○異世代が交流できるイベントの開催

② 環境、自然保護などの活動
○環境・自然保護につながる体験活動の充実

③ 国際交流活動
○外国語指導・国際交流活動の充実

施策の方向 あんぜん・あんしんを確保する
①学校・幼稚園・保育所の防災力・防犯
力の強化
○火災予防教育等の推進および学校施設の安全確保
○地域や学校施設の特性に応じた防犯対策の充実
○安全に係わる情報ネットワークシステムの構築検討

施策の方向 社会のルールを守る
① 規範意識の醸成
○保護者が規範意識を学べるプログラムの実施
○学校教育における道徳教育の推進
○集団活動等から規範意識を学べる機会づくり
○情報マナーに関する学習や広報活動の充実

④ まちづくりへの参画
○青少年の主張コンクールの開催
○まちづくり講座、まちづくりワークショップやリー
ダー育成講座等の開催

⑤ 家庭･学校･地域の協力による食育指導
（地産地消）
○地域の特産品を活かした学校給食メニューの検討
○「地産地消」の浸透、拡大を推進、農業や食の安全
についての意識啓発

○学校と家庭が連携し、朝食をとる習慣の定着

②安全マップの作成・周知
○安全マップの制作を支援・周知

③ 登下校見守り活動の充実
○地域振興会や学校・ＰＴＡなどによる、登下校見守
り活動の継続、安全講習会等の実施

④ 交通安全施設等の整備
○街灯の設置、防犯灯設置補助金交付制度の継続
○歩道の整備、拡幅や、自転車歩行道の整備、カーブ
ミラーの設置

⑤ 地域の環境浄化
○通学時や夜間の防犯パトロール実施
○有害図書類の販売等における自主規制の徹底

② 非行防止対策
○喫煙や飲酒の健康への悪影響等について指導
○学校、家庭、地域が連携し、カウンセリング、指導、
支援を行う

○店舗や企業、ボランティア団体が連携し、青少年に
声かけ活動

○悩みを抱える青少年や保護者が、相談できる体制整
備

1

3

4

【施策】

【施策】

【施策】

目
標 

33
施策の方向 やりたい仕事をみつける

①企業と学校の連携によるキャリア教育
の推進
○地域見学、企業見学、農業体験の充実、公共施設
等での職場体験活動、キャリア教育の内容充実

○中学生や高校生を対象とした、仕事に関する講演
会実施

② 就業支援、再就職支援
○企業誘致活動の展開
○青少年の起業支援、就職活動支援
○田舎暮らしや就農を希望する青少年の積極的な受入

③ 技術・技能講習等
○青年期の青少年を対象としたパソコンなどの技能
講習会の実施

施策の方向 社会的に自立する

施策の方向 スポーツや文化に親しむ
① 生涯学習施設の有効活用
○公民館、スポーツセンター、図書館等の公共施設の
利用促進

○青年期の青少年向け学習プログラムの開発やスポー
ツ、レクリエーションなどのイベント企画

② 活動グループの情報提供等
○公民館等で活動しているサークル、ボランティアグ
ループなどの概要やイベント等の情報発信

② 青年期(19～29歳)の自立支援
○住宅団地の整備検討、空き家バンクの充実による定
住支援

○職業訓練講座や消費生活講座の開催
○規則正しい食生活の重要性や、喫煙、飲酒、ストレ
ス等の健康への悪影響についての広報周知活動

③ 障がいのある青少年の自立支援
○障がいのある青少年の自立に配慮した住宅の整備を
進めるため、相談体制の充実や、各種制度の活用促進

○公共施設や道路施設等のバリアフリー化促進
○障がいのある児童・生徒に対する適切な就学指導や
教育環境の整備

④ 悩みを抱える青少年の自立支援
○適応指導教室やスクールカウンセラーの設置推進
○悩みを抱える青少年や保護者が、相談できる体制整
備

○地域による声かけや、青少年が気軽に集まれる居場
所づくり

1

2

3

【施策】

【施策】

【施策】

重点施策 青少年の健全育成を図っていくため、3つの基本目標に基づいて、6つの重点施策を設定し、
具体的展開方法を検討し、早期に事業化していくこととします。

基本目標

あ
た
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か
い
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庭
、
学
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、
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に
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ら
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で
き
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や
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標
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精
一
杯
努
力
で
き
る

重点施策の概要

施策の方向 想いを伝える
① 青少年の居場所づくり
○青少年の居場所として、学校の空き教室や公民館な
どの積極的活用

○安芸高田少年自然の家を活用し、青少年の外遊び支援
○スポーツサークル活動の充実による青少年の居場所
づくり

② 発表の機会、場の創出
○生涯学習関連施設・文化施設・観光施設等におい
て、青少年の定期的な発表の促進、発表活動のＰＲ

③ まちづくりへの参画
○青少年の主張コンクールの開催
○まちづくり講座、まちづくりワークショップやリー
ダー育成講座等の開催

4

【施策】

① 幼児教育の充実
○「幼保一元化」「認定子ども園」の検討、小学校と
の連携

○子育ての相談指導・情報収集をサポート

② 義務教育の充実
ア特色ある教育の推進
○「学力の向上と人間性をはぐくむ学校
教育」の推進および指導内容や指導方
法の工夫・改善

○地域の特性を活かした総合
学習の推進や体験学習
および健康教育や安全教
育の充実

○障がいのある児童・生
徒に対する適切な就学
指導や教育環境の整備

地
域
の
一
員
と
し
て
、

自
覚
を
も
っ
て
行
動
で
き
る

施策の方向 「安芸高田らしい」体験活動やボランティアをする
①芸術、スポーツ、伝統、芸能文化など
地域らしいスポーツ、文化活動等の充実
○神楽などの伝統文化体験の充実
○地域のプロスポーツチームとの交流、八千代の丘美
術館入館作家との交流活動の充実

○生涯学習ボランティアの養成およびスポーツ少年団
等の団体・指導者の育成推進

② ボランティア活動、ＮＰＯ活動の充実
○農業、伝統文化の継承、自然保護等に係わるボラン
ティア活動やＮＰＯ活動の支援・活性化

2
【施策】

①幼児期、学童期(小学生)や思春期(中学
生、高校生等)の自立支援
○食育、生活習慣や適切なメディアの活用等について
の広報啓発活動の充実

○自然、ボランティア、スポーツ・文化など多様な体
験活動の機会を確保

○地域見学、企業見学、農業体験の充実、公共施設等
での職場体験活動、キャリア教育の内容充実

○幼児期、学童期の保護者を対象とした経済や消費に
ついての講演会開催

④安全意識、規範意識の高揚
青少年を地域全体で育成する意識を高めるた
め、登下校の見守り活動を今後も充実すると
ともに、安全意識や規範意識の醸成を図りま
す。

●清掃作業等への参加
●地域文化行事への参加支援
●ボランティア活動の充実
●地域らしいスポーツ、文化活動の充実

●見守り活動の充実
●マナーアップキャンペーンの実施

③地域交流活動の促進
清掃作業や、お祭りなどの行事、ボランティ
ア活動などへの積極的な参加を支援するなど、
スポーツ、文化交流活動を充実します。

⑤子どもの体験の場づくり
青少年の成長段階にあわせた地域見学、企業
見学、職場体験活動等を推進し、地域資源を
活かした体験活動や研修活動を充実します。

⑥相談体制の充実
さまざまな悩みを抱える青少年を支援するた
め、カウンセリング活動や住まい、仕事、消
費等について相談できる体制を充実します。

●職場体験活動等の充実
●自然体験チャレンジ塾の実施

●カウンセリング活動の充実
●わかもの相談コーナーの設置

①家庭の教育機能の強化
子どもの基本的生活習慣の定着を図り、家庭教
育に関する講座・講演の開催を充実します。

②あいさつ･声かけ運動の推進
「あいさつ運動」や「声かけ運動」など市民が
積極的にあいさつを行う「あいさつ運動推進
月間」を設定します。

●子育て家庭を対象とした講演・講座の開催
●これから親になる人を対象とした講座の開講

●あいさつ運動推進月間の設定
●「あいさつ・声かけミニブック」の作成



3つの基本目標とその具体的な施策

目
標 

11
施策の方向 笑顔のある家庭をつくる

① 親の役割に関する意識啓発
○子育てに係わる正しい知識の普及、広報啓発活動
の充実

② 家庭の教育機能の強化
○家庭教育に関する講座・講演を開催

①青少年育成体制の充実
○青少年育成安芸高田市民会議、子ども会活動の支援
○地域総合型スポーツクラブの設立支援、スポーツ少
年団の活動充実

○青少年を対象とした学習プログラムの充実

施策の方向 魅力的な学校をつくる

施策の方向 家庭・学校・地域の連携を深める

施策の方向 みんなが子育てに参加する

① 青少年育成関係団体の連携強化
○青少年育成に係わる人材の発掘・育成
○関係団体の情報交換や学習会の開催支援

② 登下校見守り活動の充実
○地域振興会や学校・ＰＴＡなどによる、登下校
見守り活動の継続、安全講習会等の実施

③ 家庭における心身の健康づくり
○食育、生活習慣や適切なメディアの活用等について
の広報啓発活動の充実

○家庭でのあいさつや会話を増やすキャンペーンの開
催、自然に親しむ活動などの支援による、心の健
康づくり

イ社会の変化に対応した教育の推進
○情報化・国際化に対応し、高齢化・少子化などの問
題に対する理解

ウ心の教育
○道徳教育の充実・人権教育の推進
○自然、ボランティア、スポーツ・文化など多様な体
験活動の機会を確保

○心の教育相談体制の充実
エ安全な環境の確保
○交通安全に配慮した通学路の整備、学校内遊具の安
全確認、事故防止

オ学校環境の整備と職員の指導力向上
○学校施設などの適切な維持管理
○情報化に対応した設備の充実、危機管理体制の充実、
犯罪の発生防止　

○安全意識の向上や教員の質的向上

③ 中等教育（高等学校）の充実
○高等学校と中学校の連携、高等学校におけるキャリ
ア教育の充実

②企業の協力促進（子育てと仕事の両立支
援など）
○ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の
啓発、育児休業制度の周知

○見守り活動、パトロールなどへの企業の参加・協力
を呼びかけ

③ 子育て支援機能の充実
○保育・保健サービスの充実、安全で快適な保育環境
の確保および運営体制充実

○保護者の育児支援、ひとり親家庭の自立支援
○健康づくりなど保健サービスの充実、育児相談機能
の充実

③ 家庭･学校･地域の協力による食育指導
（地産地消）
○地域の特産品を活かした学校給食メニューの検討
○「地産地消」の浸透、拡大を推進、農業や食の安全
についての意識啓発

○学校と家庭が連携し、朝食をとる習慣の定着

【施策】

【施策】

【施策】

【施策】
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標 
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施策の方向 「ふるさと」を愛する心を育てる

① 世代間の交流活動
○祭りや行事に関する情報提供や参加の呼びかけ
○異世代が交流できるイベントの開催

② 環境、自然保護などの活動
○環境・自然保護につながる体験活動の充実

③ 国際交流活動
○外国語指導・国際交流活動の充実

施策の方向 あんぜん・あんしんを確保する
①学校・幼稚園・保育所の防災力・防犯
力の強化
○火災予防教育等の推進および学校施設の安全確保
○地域や学校施設の特性に応じた防犯対策の充実
○安全に係わる情報ネットワークシステムの構築検討

施策の方向 社会のルールを守る
① 規範意識の醸成
○保護者が規範意識を学べるプログラムの実施
○学校教育における道徳教育の推進
○集団活動等から規範意識を学べる機会づくり
○情報マナーに関する学習や広報活動の充実

④ まちづくりへの参画
○青少年の主張コンクールの開催
○まちづくり講座、まちづくりワークショップやリー
ダー育成講座等の開催

⑤ 家庭･学校･地域の協力による食育指導
（地産地消）
○地域の特産品を活かした学校給食メニューの検討
○「地産地消」の浸透、拡大を推進、農業や食の安全
についての意識啓発

○学校と家庭が連携し、朝食をとる習慣の定着

②安全マップの作成・周知
○安全マップの制作を支援・周知

③ 登下校見守り活動の充実
○地域振興会や学校・ＰＴＡなどによる、登下校見守
り活動の継続、安全講習会等の実施

④ 交通安全施設等の整備
○街灯の設置、防犯灯設置補助金交付制度の継続
○歩道の整備、拡幅や、自転車歩行道の整備、カーブ
ミラーの設置

⑤ 地域の環境浄化
○通学時や夜間の防犯パトロール実施
○有害図書類の販売等における自主規制の徹底

② 非行防止対策
○喫煙や飲酒の健康への悪影響等について指導
○学校、家庭、地域が連携し、カウンセリング、指導、
支援を行う

○店舗や企業、ボランティア団体が連携し、青少年に
声かけ活動

○悩みを抱える青少年や保護者が、相談できる体制整
備

1

3

4

【施策】

【施策】

【施策】

目
標 

33
施策の方向 やりたい仕事をみつける

①企業と学校の連携によるキャリア教育
の推進
○地域見学、企業見学、農業体験の充実、公共施設
等での職場体験活動、キャリア教育の内容充実

○中学生や高校生を対象とした、仕事に関する講演
会実施

② 就業支援、再就職支援
○企業誘致活動の展開
○青少年の起業支援、就職活動支援
○田舎暮らしや就農を希望する青少年の積極的な受入

③ 技術・技能講習等
○青年期の青少年を対象としたパソコンなどの技能
講習会の実施

施策の方向 社会的に自立する

施策の方向 スポーツや文化に親しむ
① 生涯学習施設の有効活用
○公民館、スポーツセンター、図書館等の公共施設の
利用促進

○青年期の青少年向け学習プログラムの開発やスポー
ツ、レクリエーションなどのイベント企画

② 活動グループの情報提供等
○公民館等で活動しているサークル、ボランティアグ
ループなどの概要やイベント等の情報発信

② 青年期(19～29歳)の自立支援
○住宅団地の整備検討、空き家バンクの充実による定
住支援

○職業訓練講座や消費生活講座の開催
○規則正しい食生活の重要性や、喫煙、飲酒、ストレ
ス等の健康への悪影響についての広報周知活動

③ 障がいのある青少年の自立支援
○障がいのある青少年の自立に配慮した住宅の整備を
進めるため、相談体制の充実や、各種制度の活用促進

○公共施設や道路施設等のバリアフリー化促進
○障がいのある児童・生徒に対する適切な就学指導や
教育環境の整備

④ 悩みを抱える青少年の自立支援
○適応指導教室やスクールカウンセラーの設置推進
○悩みを抱える青少年や保護者が、相談できる体制整
備

○地域による声かけや、青少年が気軽に集まれる居場
所づくり

1

2

3

【施策】

【施策】

【施策】

重点施策 青少年の健全育成を図っていくため、3つの基本目標に基づいて、6つの重点施策を設定し、
具体的展開方法を検討し、早期に事業化していくこととします。

基本目標
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重点施策の概要

施策の方向 想いを伝える
① 青少年の居場所づくり
○青少年の居場所として、学校の空き教室や公民館な
どの積極的活用

○安芸高田少年自然の家を活用し、青少年の外遊び支援
○スポーツサークル活動の充実による青少年の居場所
づくり

② 発表の機会、場の創出
○生涯学習関連施設・文化施設・観光施設等におい
て、青少年の定期的な発表の促進、発表活動のＰＲ

③ まちづくりへの参画
○青少年の主張コンクールの開催
○まちづくり講座、まちづくりワークショップやリー
ダー育成講座等の開催

4

【施策】

① 幼児教育の充実
○「幼保一元化」「認定子ども園」の検討、小学校と
の連携

○子育ての相談指導・情報収集をサポート

② 義務教育の充実
ア特色ある教育の推進
○「学力の向上と人間性をはぐくむ学校
教育」の推進および指導内容や指導方
法の工夫・改善

○地域の特性を活かした総合
学習の推進や体験学習
および健康教育や安全教
育の充実

○障がいのある児童・生
徒に対する適切な就学
指導や教育環境の整備

地
域
の
一
員
と
し
て
、

自
覚
を
も
っ
て
行
動
で
き
る

施策の方向 「安芸高田らしい」体験活動やボランティアをする
①芸術、スポーツ、伝統、芸能文化など
地域らしいスポーツ、文化活動等の充実
○神楽などの伝統文化体験の充実
○地域のプロスポーツチームとの交流、八千代の丘美
術館入館作家との交流活動の充実

○生涯学習ボランティアの養成およびスポーツ少年団
等の団体・指導者の育成推進

② ボランティア活動、ＮＰＯ活動の充実
○農業、伝統文化の継承、自然保護等に係わるボラン
ティア活動やＮＰＯ活動の支援・活性化

2
【施策】

①幼児期、学童期(小学生)や思春期(中学
生、高校生等)の自立支援
○食育、生活習慣や適切なメディアの活用等について
の広報啓発活動の充実

○自然、ボランティア、スポーツ・文化など多様な体
験活動の機会を確保

○地域見学、企業見学、農業体験の充実、公共施設等
での職場体験活動、キャリア教育の内容充実

○幼児期、学童期の保護者を対象とした経済や消費に
ついての講演会開催

④安全意識、規範意識の高揚
青少年を地域全体で育成する意識を高めるた
め、登下校の見守り活動を今後も充実すると
ともに、安全意識や規範意識の醸成を図りま
す。

●清掃作業等への参加
●地域文化行事への参加支援
●ボランティア活動の充実
●地域らしいスポーツ、文化活動の充実

●見守り活動の充実
●マナーアップキャンペーンの実施

③地域交流活動の促進
清掃作業や、お祭りなどの行事、ボランティ
ア活動などへの積極的な参加を支援するなど、
スポーツ、文化交流活動を充実します。

⑤子どもの体験の場づくり
青少年の成長段階にあわせた地域見学、企業
見学、職場体験活動等を推進し、地域資源を
活かした体験活動や研修活動を充実します。

⑥相談体制の充実
さまざまな悩みを抱える青少年を支援するた
め、カウンセリング活動や住まい、仕事、消
費等について相談できる体制を充実します。

●職場体験活動等の充実
●自然体験チャレンジ塾の実施

●カウンセリング活動の充実
●わかもの相談コーナーの設置

①家庭の教育機能の強化
子どもの基本的生活習慣の定着を図り、家庭教
育に関する講座・講演の開催を充実します。

②あいさつ･声かけ運動の推進
「あいさつ運動」や「声かけ運動」など市民が
積極的にあいさつを行う「あいさつ運動推進
月間」を設定します。

●子育て家庭を対象とした講演・講座の開催
●これから親になる人を対象とした講座の開講

●あいさつ運動推進月間の設定
●「あいさつ・声かけミニブック」の作成



 すむ「あきたかた」の青少年 夢と志をいだき、元気にす 
施策の体系

親の役割に関する意識啓発 

家庭の教育機能の強化 

家庭における心身の健康づくり 

幼児教育の充実 

義務教育の充実 

中等教育（高等学校）の充実 

青少年育成体制の充実 

企業の協力促進（子育てと仕事の両立支援など） 

子育て支援機能の充実 

 
青少年育成関係団体の連携強化 

登下校見守り活動の充実 

家庭･学校･地域の協力による食育指導（地産地消） 

世代間の交流活動 

環境、自然保護などの活動 

国際交流活動 

まちづくりへの参画 

家庭･学校･地域の協力による食育指導（地産地消） 

芸術、スポーツ、伝統、芸能文化など地域らしいスポーツ、文化活動等の充実 

ボランティア活動、NPO活動の充実 

学校･幼稚園･保育所の防災力･防犯力の強化 

安全マップの作成･周知 

登下校見守り活動の充実 

交通安全施設等の整備 

地域の環境浄化 

規範意識の醸成 

非行防止対策 

企業と学校の連携によるキャリア教育の推進 

就業支援、再就職支援 

技術･技能講習等 

 

青少年の居場所づくり 

発表の機会、場の創出 

まちづくりへの参画 

 

生涯学習施設の有効活用 

活動グループの情報提供等 

幼児期、学童期（小学生）や思春期（中学生、高校生等）の自立支援 

青年期（19～29歳）の自立支援 

障害のある青少年の自立支援 

悩みを抱える青少年の自立支援 
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目　標 施策の方向  施　策  

笑顔のある家庭をつくる 

魅力的な学校をつくる 

みんなが子育てに参加する 

家庭･学校･地域の連携を深める 

「ふるさと」を愛する心を育てる 

「安芸高田らしい」体験活動や 
ボランティアをする 

あんぜん･あんしんを確保する 

社会のルールを守る 

やりたい仕事をみつける 

社会的に自立する 

スポーツや文化に親しむ 

想いを伝える 

1
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3

4

1

2

3

4

1

2
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基本理念

基本目標

安芸高田市安芸高田市 安芸高田市 

安芸高田市総合計画 

「人 輝く･安芸高田」 
平成17（2005）年3月策定 

国･県の動向 

　【国】 
　「青少年育成施策大綱」 

「安芸高田市 
　男女共同参画プラン」 
　平成18（2006）年3月策定 

　【広島県】 
　「青少年の健全育成に 
　   関する提言」など 

「健康あきたかた21」 
   平成19（2007）年3月策定 

関 連 計 画  

プランの対象

計画の期間

○安芸高田市青少年育成プランは、本市の青少年の育成に

かかる基本的な考え方や施策の方向を示すものです。

○本プランは、「安芸高田市総合計画」を上位計画とします。

また、国や広島県の動向を踏まえるとともに、「男女共同

参画プラン」「健康プラン21」など本市の関連計画との

整合性を図ります。

○本プランでは、家庭、学校、地域の連携を重視するとと

もに、歴史、文化、自然、スポーツなど地域特有の資源

を活用し、「安芸高田らしい」青少年育成のあり方を提案

します。

本市の青少年（乳幼児期から概ね30歳未満の男女）、及び本市の青少年に関わる
すべての市民、企業、団体等を対象とします。

このプランは、社会経済状況の変化や施策の進
捗状況に対応し、必要な見直しを図っていくも
のとします。

プランの性格

あたたかい家庭、学校、
地域に見守られて成長できる

地域の一員として、
自覚をもって行動できる

夢や目標に向かって
精一杯努力できる

家庭では、保護者が愛情と責任を持っ
て、子育てを行える家庭環境をつくり、
学校は、今後、予想される社会変化にも
対応できる、たくましい子どもたちを育
成します。また、地域では、子育てや青
少年育成に今まで以上に積極的に関わ
り、家庭や学校を支援していきます。

青少年に、「ふるさとを愛する心」が
育つよう、地域の文化、歴史、自然への
理解を深める活動やボランティア活動を
充実し、地域の特性を活かしたスポーツ
の活性化を図ります。また、青少年の安
全を守るため、地域住民と青少年自身の
安全意識の高揚に努めます。

青少年が、将来の夢や目標、可能性を
見つけることができるよう、学校、地域、
企業が連携し、体験的な活動を通して、
青少年の個性や創造力を伸ばしていきま
す。また、学習機会や行事、イベントな
どの情報提供を充実し、生涯学習施設の
利用を促進します。

次代を担う青少年が、夢と希望、志を持ち、心豊かに伸びや

かに成長することは、市民全ての願いです。「青少年」は、地域

の宝であり、未来を託す人材です。「青少年育成」は「安芸高田

市の未来づくり」であるといえます。

安芸高田市では、地域のまちづくりが盛んであり、家庭、学

校、地域社会が一体となって「青少年育成」に取り組んでいく

ことにより、たくさんの人とのかかわりと体験の積み重ねから、

たくましく生きる力や、地域への愛着、他人への思いやりの心

を持つ人間性豊かな青少年が育っていくと考えます。

夢と志をいだき、元気にすすむ「あきたかた」の青少年

安芸高田市
青少年育成プラン

安芸高田市

夢と志をいだき、元気にすすむ「あきたかた」の青少年

概要版
計画の推進体制

安芸高田市安芸高田市 
（市民課、教育委員会）（市民課、教育委員会） 
安芸高田市 

（市民課、教育委員会） 
地域振興組織、 
関係団体など 

関係行政機関 

夢と志をいだき、元気にすすむ「あきたかた」の青少年 

住民参加（青少年の自発的な活動） 

連
携 

連
携 

住民参加（青少年の育成支援） 

庁内組織の 

立ち上げ 

教育機関 
（学校、保育所、児童クラブなど） 

地域振興組織 
（各地域振興会など） 

青少年育成市民会議 

ボランティア団体 

その他の関係団体 
（商工会など） 

公共施設 
（公民館、文化施設、　　 
   　　　スポーツ施設） 

その他の関係行政機関 
（支所・分室、保健センター、   
　　警察署、消防署など） 

1 庁内推進体制
庁内推進体制については、市民課、教育委員会が中心的な役割を担います。また、青少年育

成に関する施策は、保健福祉、教育、就業、まちづくりなど多岐にわたり、関係部局との連携

を強化していく必要があることから、青少年育成プラン推進のための庁内組織の立ち上げを検

討します。

2 住民参加
青少年育成プランの対象は、「本市の青少年に関わるすべての市民、企業、団体等」です。住

民一人ひとりが、青少年育成を、地域の未来づくりととらえ、青少年とのかかわりを増やして

いけるよう、地域振興会などの関係団体と協力し、青少年と市民が協働で行う活動やイベント

等の情報提供や参加促進を呼びかけます。

また、行政や学校、地域、関係団体が連携し、青少年の活動を支援する人材の発掘や育成に

努めます。

さらに、青少年育成プランや青少年活動のあり方についての意見や提案ができる場や機会を

設けます。

3 関係機関との連携
「青少年育成市民会議」や「地域振興会」など青少年関係機関や団体等と連携し、青少年育成

プランの推進に努めます。

安芸高田市青少年育成プラン
平成20（2008）年10月

編集・発行／安芸高田市市民生活部市民課
〒731-0592
安芸高田市吉田町吉田791番地
TEL(0826)42 -1126
FAX(0826)47 -1206




